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令和５年度も残りわずかとなりました。この１年間を通して、児童は心身ともに豊かに成長する

ことができました。保護者の皆様には、本校の人権教育に対し、ご支援とご協力をいただき、誠に

ありがとうございました。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人権読本「じんけんの詩」 

（今野 敏彦 編著 明石書店） 

 

 

人権の木 「ほくとの木」 

 子どもたち一人一人が良いところを見つけ、葉っぱのカードに書いて「ほくとの木」に掲示す

る取り組みを行っています。お互いの良いところをたくさん発見できるといいですね！ 
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〈災害が起きたことによる偏見〉  
 
 

☆日本の災害  
 近 年 、 日 本 で は 地 震 や そ れ に 伴 う 津 波 な ど 様 々 な 自 然 災 害 が 発 生 し

て い ま す 。 被 災 地 で は 、 日 本 各 地 か ら の 支 援 や ボ ラ ン テ ィ ア の 協 力 を

受 け な が ら 、 自 立 に 向 け た 活 動 に 懸 命 に 取 り 組 ん で い ま す 。 今 回 は 、

災 害 が 起 き て し ま っ た と き に 、 私 た ち は ど の よ う な 行 動 を と れ ば よ い

か 考 え て い き ま す 。  

 

☆災害が起きると  
 平 成 2 3 年 ３ 月 1 1 日 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災 は 、 被 災 地 域 が 東 日

本 全 域 に 及 び 、 甚 大 な 人 的 ・ 物 的 被 害 を も た ら し た 未 曾 有 の 大 災 害 で

し た 。 地 震 と 津 波 に 伴 い 発 生 し た 東 京 電 力 福 島 第 一 原 子 力 発 電 所 の 事

故 は 、 被 害 を よ り 深 刻 な も の と し ま し た 。 ま た 、 発 電 所 の 事 故 に 伴 う

風 評 に 基 づ く 偏 見 や 差 別 が 今 な お 懸 念 さ れ て い ま す 。  

震 災 等 の 大 き な 災 害 が 発 生 す る と 、 人 々 の 漠 然 と し た 不 安 な 気 持 ち

か ら 、 不 確 か な 情 報 を 信 じ て し ま い 、 目 の 前 の 相 手 を 不 当 に 扱 っ た

り 、 偏 見 や 差 別 を 助 長 す る よ う な 情 報 を 発 信 し た り す る こ と が 起 き て

し ま う こ と が あ り ま す 。 こ の よ う な 行 為 は 人 権 侵 害 に 当 た る だ け で な

く 、 避 難 や 復 興 の 妨 げ に も な り か ね ま せ ん 。  

参 照 「 震 災 等 の 災 害 に 起 因 す る 偏 見 や 差 別 を な く し ま し ょ う 」（ 法 務 省 ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆助け合うために  
災 害 時 に 一 人 で も 多 く の 命 を 救 う た め に

は 、 災 害 直 後 の 近 隣 住 民 同 士 の 助 け 合 い が 大

き な 効 果 を 発 揮 し ま す 。 と り わ け 、 高 齢 者 、

障 が い の あ る 方 、 乳 幼 児 、 妊 産 婦 、 外 国 人 の

方 等 の 要 配 慮 者 に 対 し て は 、 情 報 把 握 、 避

難 、 生 活 手 段 の 確 保 等 の 支 援 が 必 要 で す 。 こ

の た め 、 防 災 市 民 組 織 な ど 地 域 で 連 携 し 、 迅

速 か つ 的 確 に 行 う こ と が で き る 支 援 体 制 を 整

え る こ と が 重 要 で す 。 そ し て 、 正 し い 情 報 と

冷 静 な 判 断 に 基 づ き 、 思 い や り の 心 を も っ て

行 動 し て い き た い で す 。  

参 照 ： 東 京 都 の 人 権 課 題 （ 東 京 都 総 務 局 人 権 部 ）  

 


